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決算ハイライト

財務サマリー

売上収益

19.6億円

前期比+6.1％

営業利益

4.5億円

当期利益

2.8億円

前期比＋10.0％

業績サマリー

 フォトウエディングサービスにおいて、撮影件数、撮影単価ともに前年同期を上回り、

アニバーサリーフォトサービスにおいても増収となった結果、売上収益は19.6億円と

前期比＋6.1％となり、最大の繁忙期である第1四半期における過去最高売上を更新

 営業利益は、人員増に伴う人件費の増加及び広告宣伝費の増加などの影響を受けた

ものの、売上収益の増加及び仕入れコストの削減などにより、４.５億円と前期比

+9.9%の増益となった

前期比+9.9％
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2026年9月期第1四半期 連結包括利益計算書（IFRS)

 売上収益はフォトウエディング、アニバーサリーフォトともに増収

 人員数増加に伴う人件費の増加、広告宣伝費の増加等の影響があるも、増収及び
仕入れコストの低減などにより利益率が改善し、営業利益、当期利益ともに増益

（単位：百万円）

26/9期
第1四半期

連結累計期間

25/9期
第1四半期

連結累計期間
前期比

26/9期
通期業績予想

売上収益 1,964 1,851 6.1% 6,481 

売上総利益 888 812 9.3% 2,247 

売上総利益率 45.2% 43.9% 1.3pt 34.7%

営業利益 459 418 9.9% 453 

営業利益率 23.4% 22.6% 0.8pt 7.0%

当期利益 284 258 10.0% 239 

当期利益率 14.5% 13.9% 0.6pt 3.7%
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 当第1四半期の売上収益は19.6億円（前期比+6.1%)

【単位:百万円】

売上収益の変動要素分析
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▲37

【単位:百万円】

営業利益の変動要素分析

人件費の増加、広告宣伝費の増加などにより費用が増加したものの、売上収益の増加
などにより、当第1四半期の営業利益は459百万円（前期比+9.9%）

▲61
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25年12月末 25年9月末 増減 25年12月末 25年9月末 増減

現金及び現金同等物 747 329 417 短期借入金 808 503 305

営業債権及びその他の債権 284 286 -1 リース負債 598 613 -15

その他 152 193 -41 その他 1,228 1,064 163

流動資産合計 1,184 809 375 流動負債合計 2,634 2,181 453

有形固定資産 1,186 1,207 -21 借入金 1,241 1,668 -426

使用権資産 3,777 3,943 -165 リース負債 2,953 3,098 -145

のれん 5,635 5,635 0 その他 392 392 0

その他 705 726 -21 非流動負債合計 4,587 5,159 -572

非流動資産合計 11,304 11,513 -208 資本合計 5,267 4,982 285

資産合計 12,489 12,322 166 負債及び資本合計 12,489 12,322 166

＜賃貸借契約等に伴い計上する使用権資産・リース負債について＞
IFRS第16号「リース」の適用により、当社が賃借する物件（主に店舗用）の賃借契約を締結すると、将来にわたって支払う予定の賃料総額の割引後キャッシュ・フローの合計額をリース負債として計上し、あわせて当

社の「使用権」として使用権資産に計上している。
＜総資産に占めるのれんの割合が高いことについて＞
当社グループはIFRSに基づき連結財政状態計算書を作成しているため現行基準下では当該のれんの償却は不要となりますが、非流動資産にのれんとして5,635百万円を計上しており、総資産に占める割合が4５.1％（2025年12月末時点）。

2026年9月期連結会計年度末時点における回収可能価額は、のれんが含まれる資金生成単位又はそのグループの資産の帳簿価額を大幅に上回っていることから、減損テストに用いた主要な仮定が合理的な範囲内で変更されたとしても、当該
資金生成単位又はそのグループの回収可能額が帳簿価額を下回る可能性は低いと考えています。今後５年間の成長率がゼロであった場合でも回収可能価額がのれんが含まれる資金生成単位又はそのグループの資産の帳簿価額を十分に上回る
ため、減損の可能性は低いと考えています。

連結財政状態計算書

【単位:百万円】

 売上収益の増加等により、現金及び現金同等物は4.1億円増加

 店舗物件賃借料の支払等により使用権資産とリース負債が減少

 11月に返済期限を迎える借入金の一部（リファイナンス予定）の振替により
短期借入金が増加、長期借入金は減少
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営業CFは売上収益、債権債務の増減などにより6.8億円、投資CFが0.1億円となり、

財務CFを吸収し、当期末現預金残高は4.1億円増加

連結キャッシュフロー

▲282
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•国際コンテストSWPP年間アワードに当社フォト
グラファーが3名ノミネートし、そのうちの1名が
年間ゴールドを受賞

•世界的なフォトコンテストTIFAにて当社フォトグ
ラファーがBronzeを受賞

IBJグループなど提携先からの送客拡大

• 2025年12月にTOBが成立し、親会社となった
IBJをはじめ、式場事業者、ジュエリー販売事業者な
どブライダル関連企業からの送客が順調に増加

• 当第1四半期における、自社WEBサイトを除く集客
チャネル経由の撮影件数は前期比＋44.7％

インバウンド強化

インバウンド撮影件数前期比 ＋9.0%

•現地に店舗販売網を持つアイプリモ香港との提携に
より香港・マカオ地区での撮影件数が順調に拡大

•東南アジア数か国における受注活動強化に向けた
マーケティング活動、アライアンス先の開拓を継続

「Ashery TOKYO」出店

• アニバーサリーフォトの新ブランド「studio 
Ashery」において関東圏第1号店舗となる
「Ashery TOKYO」を2026年1月16日に浅草に
オープン

• 従来のアニバーサリーフォトブランド「HAPISTA」
と異なるテイストでターゲットを分け、ブランドの棲
み分けをしながら事業規模の拡大を図る

国内外のコンクール受賞

事業成長に向けた主な取り組み・トピックス

西森 清二 受賞作品
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2001年 旧株式会社デコルテ設立 エステティック事業を開始

2002年 リラクゼーション事業を開始

2004年 挙式事業（チャペルウエディング）を開始
エステティック事業を譲渡

2008年 フォトウエディングサービスを開始

2010年 フォトウエディングサービス初の単独店舗を出店

2011年 衣裳レンタル・サービスを開始

2014年 和婚スタイル・サービスを開始

2015年 アニバーサリーフォトサービスを開始

2017年 旧株式会社CCH6aが旧株式会社デコルテを吸収合併、同時に
株式会社デコルテに社名変更

2018年 会社分割により当社を持ち株会社とする持ち株会社体制に移行
リラクゼーション事業を譲渡

2020年 株式会社デコルテ・ホールディングスに社名変更、
同時に事業子会社株式会社Decollte Photographyを
株式会社デコルテに社名変更
挙式事業（チャペルウエディング・和婚スタイル・衣裳レンタル）を
事業譲渡

2021年 東京証券取引所マザーズ新規上場

2022年 東京証券取引所の市場区分の見直しにより、東京証券取引所マ
ザーズ市場からグロース市場に移行

2025年 株式会社IBJによる公開買付を経て、同社の連結子会社化

会社概要

会社概要 沿革

会社名 株式会社デコルテ・ホールディングス

本社所在地 兵庫県神戸市中央区加納町4丁目4番17号
ニッセイ三宮ビル12階

創業 2001年11月6日（旧株式会社デコルテ設立）

設立 2016年12月13日（旧株式会社CCH6a設立）

代表者 新井 賢二（代表取締役社長）

資本金 155,384,000円（2025年12月末日現在）

従業員数 448名（連結、2025年12月末現在正社員数）
うちフォトグラファー161名
うちメイクアップアーティスト180名

株主(自己株式を除く
発行済株式総数に対
する所有割合)
2025年９月３0日現在

株式会社IBJ（33.0%）＊１

小林 健一郎（5.5%）
株式会社日本カストディ銀行（信託口）（3.7%）
株式会社MIXI（3.5%）
楽天証券株式会社(2.9%)

注1 ： 2025年11月13日から2025年12月18日にかけて実施した当
社の普通株式に対する公開買付けの結果、2025年12月25日
付で当社の普通株式878,900株を追加取得し、自己株式を除く
発行済株式総数に対する所有割合が50.1%となっております
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ビジネスモデル 特長/強み（内製化②撮影用衣装・専用スタジオ）

年間2.4万組超の撮影規模を活かし、 衣装や専用スタジオを内製化することにより

コスト競争力創出/収益拡大が可能

衣装内製化の強み

専用スタジオ・屋内庭園の強み

・年間2.4万組の
規模メリット

・自社制作による
マージン排除

コスト競争力

・トレンド最新作を
素早く店舗に
導入可能

流行の反映

＋ ・新作、流行デザイン
による付加価値の

提供
・衣装レンタルとい
う収益源の確保

収益性向上

・ヘアメイク直後
撮影可能

・ロケ地移動なし

稼働件数増

・悪天候等の気候
に左右されず
撮影可能

リスク低減

＋
・効率のよいオペ
レーションが可能
・多数実績による

コスト低減

生産性向上
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お問い合わせ

本説明資料およびその他IRに関するお問い合わせ先

株式会社デコルテ・ホールディングス IR担当

URL : https://ir.decollte.co.jp/

E-mail : ir@decollte.co.jp


